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本研究では、モデルプラントによる評価手法･モデル開発を通じ、レベル 1PRA からレベル 2PRA までの一

貫した津波 PRA の技術基盤を整備する。その 16 では、実機を対象としたレベル 2 津波 PRA のうち、MAAP

を用いたソースタームの点推定評価について報告する。 
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1. 緒言 

レベル 2 津波 PRA においては、津波による原子炉建屋内浸水時に特有な事象を特定するとともに、事故進

展や FP 移行挙動、さらにはソースタームへの影響について把握する必要がある。本研究では SA 解析コード

MAAP を用いて R/B をモデル化し、建屋内浸水時の熱的・化学的影響を考慮してソースタームを評価した。 

2. 建屋内浸水を考慮したソースターム評価モデルの構築 

MAAP5.04 を用い、モデルプラントの構造データを元に R/B

の各区画をモデル化した（図 1）。建屋内浸水時に特有な事象と

して想定されるサプレッションチェンバー（S/C）の外面冷却や

ドライウェル（DW）の外面冷却、FP スクラビング現象を再現

するため、S/C があるトーラス室や DW に隣接した区画に対し

ては、建屋内浸水解析結果[1]に基づき、建屋内浸水のモデル化

も行った。また、建屋をモデル化することにより、DW から放

出された FP が、環境に放出されるまでの間に生じる FP の沈着

なども含めた FP 移行挙動のモデル化も実施した。 

3. 定量化結果 

ある津波高さにおけるすべての放出カテゴリに対し、前報（その 15）[2]で決定した放出カテゴリごとの代

表事故シーケンスを対象に MAAP を用いたソースターム解析を実施し、FP の環境への放出量を評価した。

その結果、事故シナリオ及び津波高さごとの格納容器機能喪失頻度と FP 環境放出量の関係（ソースタームに

係わるリスクプロファイル）を把握することができた。 

4. 結論 

MAAP を用いて R/B を含めたプラント構造と建屋内浸水時に特有な事象をモデル化し、津波高さごとにす

べての放出カテゴリに対しソースターム評価を実施して、津波高さに対するソースタームの傾向を把握した。 
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図 1 ソースターム評価モデル 
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